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No.99    2008.10
(社)日本建築構造技術者協会関西

■はじめに
　「未来を語ろう　建築・地球　そして

未来」と題したJSCA関西支部創立25周

年　第２回記念事業集会は、2008年４

月17日に大阪市北区中之島５丁目の大

阪国際会議場（ＧＲＯＵＮＤ　ＣＵＢＥ

　ＯＳＡＫＡ）において盛大に開催され

ました。

　会場となった500名収容の12階・特別

会議室は、大阪市内を一望できる最上階

にある円形平面の大会議室で、本会会員・

非会員を問わず、たくさんの皆さんにお

集まりいただきました。

　角支部長による開催の挨拶に引き続き、

日本科学未来館の江水是仁さんによる科

学技術の役割に関する企画講演が行われ

ました。その後、メインイベントとなる

毛利衛さんによる宇宙ステーションを題

材とした基調講演が行われ、日頃聴く機

会のない興味深いお話に、会場からも活

発な質疑があがりました。その後アイデ

ィアコンペ作品紹介・パネルディスカッ

ションという進行で、約３時間にわたる

有意義な時間となりました。

■企画講演　15:00～15:30

江水　是仁　さん
日本科学未来館科学コミュニケ－タ－
（横浜国大大学院　専門・建築計画系）
『ツールとしての「科学技術」を
                  建築はどう使いこなすか』
 

【問題提起】

　日常的に生活する都市・建築空間がど

のような技術でどのように作られている

か一般の人は殆ど知らない。地球環境に

与える影響も大きいものであるのに、既

に公共財産として与えられているものと

して、一般の人々は敢えて能動的に知ろ

うとしないのが現実である。建設業界は

インフラ、構造物に対する説明責任を十

分に果たしてこなかった。

 

【日本科学未来館の活動】

 科学技術を文化と捉えてその役割・可

能性について語り合うためのすべての人

に開かれた場で、研究者，技術者と一般

の人とを橋渡しする役目を担っている。

科学技術を「ツ－ル」として何ができる

か、生活と地球環境のつながりなど、科

学技術に関する様々な展示・解説（通常

展示、参加体験型展示、臨地解説）によ

り観覧者を一方的に科学技術の恩恵を享

受する立場（客体）から、自ら何ができ

るかを考える立場（主体）に変えて行く

（学習権宣言）ことを目的としている。

【提言】

　未来を作るのはすべての一般の人々が

主体であり、研究者、技術者はそのお手

伝いをするもの。一体何が問題で、解決

のためにはどうしたら良いかを提示し、

その決定権は市民側にあるべきである。

建設分野に関しては、建造物が出来上が

る過程を一般市民に積極的に伝える活動

が必要。そのためには建設関係の学芸員

を養成することが効果的。理工系全体の

中で、国土交通省ではなく、文部科学省

に対して建設技術分野の発言権を高める

ことが望まれる。

　建築を作ることは未来を作ることにつ

ながる。

特集；JSCA関西支部創立25周年　第２回記念事業『未来を語ろう　建築・地球、そして未来』
　2008年4月17日（木）15時より、大阪国際会議場において日本科学未来館館長　毛利 衛氏をお
迎えし、記念講演会およびパネルディスカッションが行われました。25周年記念事業企画委員会で
は｢あなたが考える建築の未来｣について「意見・アイデア」を募集していました。当日のパネルディ
スカッションにおいて、この優秀作品が紹介されました。
　今回の特集ではこの模様を広報委員会にて取材し、レポ－ト致します。

※日本科学未来館
科学技術創造立国を目指し、科学技
術への理解を深めるための拠点として、
国際研究交流大学村（東京都江東区
青海）の中に2001年7月に開館した
サイエンスミュージアム。
館長は毛利衛さん。

ＪＳＣＡ関西ホームページに会員皆様の意見、質問に答えるコーナーを開設しております。ご活用下さい。

角支部長の開催の挨拶

日本科学未来館内にある
宇宙ステーション・日本実験棟「きぼう」の実大模型
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■基調講演　15:30～16:50

毛利　衛　さん
『未来建築としての宇宙ステ－ション』
 

　JSCA関西が発足した1982年は、アメ

リカの航空宇宙局（ＮＡＳＡ）が国際宇

宙ステ－ション（ＩＳＳ）計画構想に着

手した年である。宇宙開発による成果は

一般に30～50年後に一般社会に還元さ

れる。例えば太陽電池や燃料電池など、

アポロ時代に初についたものが数十年経

て今日やっと一般化してきている。

 

　宇宙ステーション計画に対しては、

1985年にヨーロッパ・カナダ・日本が、

1993年にロシアが参加を表明し、現在

では、米・欧・加・日・露の各国が協力

して計画を進めている。

　 国 際 宇 宙 ス テ ー シ ョ ン は 地 上 約

400km（ほぼ大阪－東京間の距離に等

しい）上空に建設される巨大な有人施設

で、天体観測や無重力などの特殊な環境

を利用した様々な実験や研究を行うこと

を目的としている。

　1998年11月に最初のパーツが打ち上

げられ、その後数十回に渡って順次構成

パーツを増やし、宇宙空間で段階的に組

み上げられる。最近では日本の実験棟「き

ぼう」の保管室部分が土井宇宙飛行士他

の手により接続されたばかりである。「き

ぼう」は今後、実験室・船外プラットフ

ォーム（庭園）が順次接続される予定で

ある。「きぼう」の実験室は直径4.2ｍ

長さ11.2mの円筒状の形をしている。重

量は約５ｔである。

　国際宇宙ステーションは各国のパーツ

の集合体なので、使いやすさや故障のし

にくさ等、各国の技術力の違いが如実に

現れる。これらの点でも各国間で盛んに

競争されており、各国の技術力・バック

アップ体制が試されている。地上の技術

者の勝負になっている。

質疑

Ｑ．人工重力について。

Ａ．遠心力を利用した人工重力装置の研

　　究はなされているが、振動の克服や

　　開発費用の問題があり、実機に搭載

　　することは現在の所断念されている。

Ｑ．無重力はどのようなもの？

Ａ・体が不安定で常に何かにつかまって

　　いる必要がある。足はいらない。手

　　がもう２本ほど欲しくなる

　・水がジェル状になる。

　・水が貼り付くので下手をするとコッ

　　プ１杯の水でおぼれてしまう。

Ｑ．生命に関すること。

Ａ・生命はどこから来たか、将来無重力

　　空の宇宙で子孫を残していけるか等

　　の研究は大きなテ－マのひとつ。

　・無重力状態では骨内のカルシウムが

　　容易に溶け出し、骨粗症性になりや

　　すい。宇宙実験によりこの分野の開

　　発が進むだろう。

Ｑ．日本から月に行くという話が全くな

　　いのはなぜ。

Ａ・確かに国家的取り組みはない。

　・日本の場合、何かの事故で人が亡く

　　なるとそのプロジェクトは終わる。

　　欧米ではその犠牲を乗り越えて更に

　　進む。国柄か、強いもの・意志がな

　　い。「命を懸けても更に行く」「敢

　　えて自ら進んで新しい境地を目指す」

　　という姿勢が足りない。日常生活で

　　は劇的な発展は望めない。異なった

　　環境の元で始めて新たなものが産ま

　　れるということが多いものである。

　　建築分野についても同じ事が言える

　　のではないか。劇的な新しい発想が

　　必要である。

Ｑ．宇宙ステ－ションの劣化は？

Ａ・寿命30年程度といわれている。

　・宇宙放射線のほか、宇宙を浮遊する

　　大きなゴミが衝突すると問題。

　・外壁はアルミ合金で、基本的に厚さ

　　3～5mm程度の板にバンパーのよう

　　なリブ補強がなされている。

　・実際には金属はあまり劣化の問題な

　　いが、人間の方が問題。１回の滞在

　　は半年間くらいが限度。通算では１

　　年半くらいが限度とされている。

 

　国際宇宙ステーションは各国から６人

が乗っている小世界で、食料・燃料など

様々なものに限りがある。不具合が起き

た時に修正するシナリオは常に重要。

われわれの子供の世代に確実に地球温暖

化が大問題となる。人類が生き延びるた

めのシナリオを描ける人材が必要である。

※毛利衛さん略歴
北海道余市町生まれ。
北海道大学大学院終了。
1985年宇宙飛行士となる。
1992年及び2000年にスペースシャ
トル　エンデバーで宇宙へ。
現在　日本科学未来館　館長

毛利　衛さん

国際宇宙ステーション／JAXA　HPより
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　毛利衛さんの講演に引き続き、JSCA

関西25周年企画委員会が企画・募集し

た「あなたが考える未来の建築」と題し

たアイディアコンペの総括・作品紹介が

行われました。

　アイディアコンペへは16件（会員８件、

一般８件）の作品が寄せられました。こ

の中から25周年企画委員会により選定

された最優秀作品１、優秀作品７が、各々

の作者の皆さんによって紹介されました。

以下に、その主な内容を紹介致します。

■最優秀作品の紹介（文章は原文のまま）

　空中散歩の時代

地被類としての建築 

　　　　　　　　　　　　北濱　亨さん

あなたが考える建築の未来
アイディアコンペ
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■優秀作品の概要紹介（主なスライド）

「宇宙の劇場」　　　
大塚　卓也さん

　宇宙に浮かぶ「地上」。遠心力により

人工重力を備えた円筒状の巨大宇宙ステ

ーションを建設。宇宙劇場で演奏会。

「着せ替えハウス」　　　
片岡　政規さん

　畜映ガラスの外壁に様々な映像を映す

ことにより、家を着せ替えた気分に。

「リカレント建築」
環境適用・可逆型・リユース　　　

河村　廣さん

　リユースを前提とする解体・組み立て

が容易なユニットによるシステムで資源

の有効活用。

「都市の遺産利用」　　　
軸丸　久司さん

　限られた資源環境の中、人類と地球と

の共存のためには、都市の遺産（既存躯

体）の積極的な有効利用が欠かせない。

「リユース可能な構造システムの提案」
RePC構造　　　

中塚　佶さん・渡辺　勸さん

　剥離性目地を使用したPC圧着工法・

外付エネルギー吸収デバイス等による

PCブロック循環システムによる環境保全。

「MIDO-SUJI CLIMAX」　　　
山本　拓治さん

　御堂筋の建物高さ制限（現50m）を

120mに緩和する代わりに建蔽率を半分

にする。床面積も緑地も増え、採光環境

も改善。
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シティタワー大阪天満
ザ・リバー＆パークスの構造設計
－連結制震構造を適用した超高層RC造

集合住宅－
　　　　　　　　
（株）大林組本店

建築設計部
福本　義之

■はじめに
　最近の超高層RC造集合住宅は、耐震

性能の向上、住空間のフレキシビリティ、

等のニーズが高くなっており、これに応

えるために制震構造や免震構造を採用す

ることが多くなっている。

　各階の層間変形を利用した一般的な制

震構造では、層間変形の許容範囲がある

ため、制震装置による吸収エネルギーの

割合に限界がある。また、装置の配置が

平面計画の障害になる等の問題点もある。

　一方免震構造では、建物のアスペクト

比によっては免震装置に対する引き抜き

対策、その他強風対策やメンテナンス性

が問題となることもある。

　そこで、制震装置に大きな変形を与え、

吸収エネルギーを高める目的で、一つの

建物の中に独立した二つの構造体を構成

し、両者間に制震装置を設置して相対変

形を利用する連結制震構造システム：デ

ュアル・フレーム・システム（Dual 

Frame System、以下、DFSと記す。）

を考案し、超高層RC造建物に適用した。

■建物・構造概要
建設地：大阪市北区樋之口町40-1

建築主：住友不動産株式会社

建築面積：約2700㎡

延床面積：約72600㎡

階数：地下１階、地上45階、塔屋２階

軒高：148.00ｍ

　建物概要を図３、図４に示す。地上階

平面は、外周の住宅部と中央の立体駐車

場により構成される。住宅部は吹抜を有

するロの字形平面の架構（以下、主体架

構）であり、吹抜部の立体駐車場は、箱

形の連層耐震壁（以下、連層耐震壁架構）

により覆われている。

　主体架構と連層耐震壁架構は分離・独

立させ、それぞれを制震装置（オイルダ

ンパー）により連結する。

　DFSはこの制震装置に生じる減衰力

と架構間の相対変形を利用し、エネルギ

ーを吸収するが、架構間の相対変形は、

主体架構の層間変形に比べてはるかに大

きい。このため、層間に制震装置を設置

する一般的な制震構造に比べて、非常に

大きなエネルギー吸収を期待する事がで

き、装置１台当たりの効率が良いという

特徴がある。

なお、両架構は２階床位置より下部で一

体化し、連層耐震壁架構の曲げ変形の抑

制を図っている。

■応答結果と制震効果
　レベル２地震時に対する主体架構の最

大応答層せん断力係数を図５に示す。主

体架構の応答層せん断力係数は、連層耐

震壁架構と分離した最下層（２階）で

0.035であり、レベル２地震動に対する

応答値としては非常に小さい。この結果

より、DFSを採用した建物の主体架構は、

免震構造と同様、レベル２地震動に対し

ても許容応力度設計が可能と考えられる。

　両架構間のクリアランスは65cmとし、

架構間の最大応答変形47cmに対し、余

裕をもって設定している。また、主体架

構の最大層間変形角は1/126である。

　図６に入力地震動継続時間中の入力地

震エネルギーに対する各項の消費エネル

ギー比を示す。制震装置の消費エネルギ

ーは地震入力エネルギーの70％程度で

あり大きなエネルギーを消費している。

(以上)

図1　建物外観 図2　DFS概念図 図6　入力地震エネルギーに対する消費エネルギー

図4　基準階床梁伏図 図5　応答結果
（レベル２）

図3　軸組図

連層耐震壁架構
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ザ･北浜タワーの構造設計
－NewスーパーRCフレーム構法による

日本１のRC建築物－
　　　　　　　　
鹿島建設株式会社

　　　　　　　　　建築設計本部
　　　　　　　　　構造設計統括Gr.
　　　　　　　　　　山本　幸正

■はじめに
　クロスタワー大阪ベイに引続き、RC

建築物で日本１の高さとなる本建物では、

居住空間から柱・梁を極力なくす鹿島独

自のスーパーRCフレーム構法にECC(高

靭性コンクリート)連結梁を付加した

NewスーパーRCフレーム構法を採用し

た。ECC連結梁を採用することにより、

頂部の巨大なスーパービームを1方向の

みとすることが可能となり、頂部・外装

のデザインにフレキシビリティを付加す

ることが可能となった。

■建物概要
建設地:大阪市中央区伏見町１丁目63-1

建築主:三洋ホームズ他9社

設計者:三菱地所設計・日本設計・長谷

工ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ・鹿島建設

建築面積:3338.1㎡

延床面積:56845㎡

階数:地下１階地上54階塔屋２階

軒高:207．76m

　建物の概要を図１,２に示す。地上階

平面は中央にロの字のコア壁(T/P内包)

を配置し、41階以上は、C型２枚のコア

壁とその間にECC連結梁を配置した計

画となっている。また、最上階には短辺

方向にスーパービームを２本配置し、そ

の先端部と柱の間に制震装置HiDAMを

１箇所に６機縦型に設置し、コア壁の曲

げ変形を制御している。(図－５参照)

　当社で開発したNewスーパーRCフレ

ーム構法である。

■構造概要
　本建物は、短辺に制震装置長辺上層部

に高靭性コンクリート(ECC)を採用して

いる。短辺方向は図－３に示すように地

震時にコア壁の曲げ変形を制震装置で制

御し、長辺方向は地震時に、コア壁の変

形により、ECC連結梁に変形が集中し、

エネルギー吸収をする架構形式である

　ECCとは、セメントにPVA繊維(図－

４参照)を混入させ、セメントの靭性を

向上させたものである。ECC材料は、

引張力に対して抵抗するだけでなく、微

細なひび割れを多数発生させることによ

り、靭性が向上している。ひび割れ幅が

非常に小さく大変形を受けた後でも、コ

ンクリートの脱落等の無い材料である。

■応答概要
　地震応答解析結果のうち、レベル２の

エネルギーの負担割合を図－５に示す。

　最終的なエネルギーの消費割合は、短

辺方向が制震装置で23％、長辺方向で

はECC連結梁で13％、制震装置で５％

であった。

写真1　全景 図2　軸組図

図1　梁伏図

図3　架構概念図（短辺）

図４　ＥＣＣ

図5　エネルギー消費割合
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第４回構造設計ゼミナール
「何でも聞こう！あの建物の構造設計」

　　　　　　　　

安井建築設計事務所
池田直子

■はじめに
１．はじめに
　6月20日、大阪科学技術センターにお

いて第４回構造設計ゼミナールが開催さ

れ、構造計画分科会の企画により、関西

における最近の設計事例が紹介された。

以下、概要を報告する。

２．設計事例の概要
①大阪弁護士会館

（日建設計・徳田幸弘氏）

建物概要

用途：事務所、自動車車庫

延床面積：約17000ｍ2

階数：地上14階、地下２階、塔屋１階

建物高さ：SGL+55.25m

構造計画

１.ソフトファーストストーリー

　地下１階をソフトファーストストーリ

ーとし、集中的にダンパーを配置した集

中型制震を採用することによって、減衰

性能を十分に発揮させ免震構造に近い耐

震性を確保している。

２.内部コアへの耐震要素集約と外周フ

レームの地震時荷重負担の軽減

　サイドのコア柱を除き、細径（300φ）

厚肉の遠心鋳鋼管柱を外周に2700mm

ピッチで配置した架構としている。

３.既存地下躯体の利用

　既存地下のうち、地価外壁と底版を有

効利用し、新設躯体が既存躯体の内側に

納まる計画としている。また、集中制震

による応答低減効果とピン柱脚の採用に

より、地下躯体の補強量を低減している。

②神戸新生バプテスト教会(鉄の教会)

（北條建築構造研究所・白髪誠一氏）

建物概要

用途：教会

延床面積：126.89ｍ2

階数：地上1階、地下1階、

建物高さ：7.450m

構造計画

　基準スパンは1800mm×5720mmで、

桁行方向を９mmの鋼板耐震壁を使った

鋼板モノコック構造、また張間方向を鋼

板の両端に設けた16mmのリブプレート

（柱、梁）によるラーメン構造として計

画されたローコスト建築である。

　構造材がすべてそのまま仕上げ材とな

るほか、鉄骨建方にも配慮しながら部材

構成がスタディされ、構造ディテールの

各所に工夫が施されている。

　リブプレートは、16ｍｍのはさみ板

を介して現場高力ボルト摩擦接合するこ

とにより、外壁の鋼板どうしの溶接性を

確保させたほか、屋根のスラストによる

変形拘束を目的としたタイロッドの納ま

りをうまく処理している。

　屋根には遮熱塗料が塗布されているほ

か、室内の熱をうまく逃がす工夫もされ

ている。

③阪神甲子園球場リニューアル計画

（大林組・榎本浩之氏）

リニューアル概要

　甲子園球場は、大正13年に開設され

て以来、80年以上にわたって高校野球

や阪神タイガースの本拠地として歴史と

伝統を継承する目的で、耐震補強による

リニューアル計画が実施された。改修内

容は以下に示すとおりである。

１．耐震補強、劣化修正

２．銀傘、照明塔の撤去・新設

３．環境改善（スタンド面改修、スタン

　　ド内諸室改修、通路関係整備）

４．設備更新（設備機器・配管）

　3～9月は球場として使用されている

ため、全体計画認定の制度を活用し、２

回のオフシーズンに分けて段階的に工事

を行う計画としている。

耐震補強計画

　本球場は構造的に６棟から構成され、

スコアボード棟以外が耐震補強の対象と

なる。

　基本方針は、外壁面の耐震壁化、外付

けフレーム補強および建物内部における

耐震壁の新設・増厚による強度型の耐震

補強である。外壁面では、補強により既

設ＲＣの劣化防止も図っている。

　耐震診断にあたっては、「官庁施設の

総合耐震診断・改修基準及び同解説」に

よっており、構造特性係数はＲＣ造とし

ての最大値0.55を採用している。

その他、銀傘の設計にあたっては、銀傘

を等価１質点、内野スタンドを３質点と

した４質点モデルを用いたモーダルアナ

リシスにより求めているほか、極めて稀

に生じる地震動と同等な地震力に対して

弾性限耐力以下に納まることを目標とし

ている。

3．まとめ
　今回、初めて構造設計ゼミナールに参

加して、構造設計の実情を知ることが出

来、大変勉強になった。法律の規制や施

工の問題など、クリアしなければいけな

い問題は多々あるが、そうした状況の中

でこそ柔軟な思考と思い切った発想が必

要であると感じた。日々研鑽を積むこと

の大切さを痛感した。

〔注〕文中の写真等はテキストより

図1　球場平面図
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　紙面スケジュールの関係で、今年４月

に行なわれた「JSCA関西25周年第２回

記念事業」が本号10月号での紹介となっ

てしまいました。タイムリーな御報告と

ならなかったことをお詫び致します。

（田代・金田）

●事務局だより
　昨年末から開催している構造設計ゼミ
ナールも先日第5回を迎えました。みな
さまの積極的な参加をお願いします。

１.四役会
　7/4（金），8/4（月），9/16（火）

　場所：JSCA関西事務局

２.レビュー委員会
　構造レビュー委員会　18:00～20:00

　7/4（金），8/4（月），9/8（月）

　場所：JSCA関西事務局

　内容：適判指摘事項について他

　「足並み調整会議」（第１回）

　8/26（火）15:00～17:30　GBRC会議室

　内容：近畿地区適判機関４機関と　

　JSCA関西支部の適判の指摘内容の足

　並み調整について）　（参加19名）

　「足並み調整会議」（第２回）

　9/16（火）～17:30（予定）

３.事業委員会
　10月頃（予定）JSCA関西事務局会議室

・現場見学会　中之島ダイビル（参加　

　42名）7/30（水）15:00～17:00

・海外視察研修（第21回）

　8/30～9/6　クロアチア

４.技術委員会
　6/5（木）18:00～20：00

　　JSCA関西事務局

　１.第4回構造設計ゼミナール(構造計

　　画分科会主催)企画案について

　２.第5回構造設計ゼミナール(地盤系

　　分科会主催)企画書の確認

　３.各分科会活動報告

　４.大阪市平成19年度標準地震動につ

　　いて（参加10名） 

　7/30（水）18:30～20:30

　　JSCA関西事務局

　１.構造設計ｾﾞﾐﾅ-ﾙの企画案について

　　第５回:地盤系分科会主催・8/22

　　第６回:PC・工業化分科会主催

　　第７回:情報システム分科会主催

　２.設計用上町断層地震について

　３.鉄筋コンクリート造建物における

　　構造スリット設計指針（案）

　　について

　４.耐震設計分科会からの報告

　　（参加9名）

　9/9（火）18:00～20:00（予定）

　　場所：安田ビル２階

　　JSCA関西事務局（参加10名）

　１.第６回構造設計ゼミナール（PC・

　　工業化分科会）について

　２.第７回構造設計ゼミナール（情報

　　システム分科会）の企画案について

　　構造設計ゼミナール

　　6/20（金）17：30～19：30　

　　場所：大阪科学技術センター　

　　405号室（参加32名）

　「何でも聞こう！

　　あの建物の構造設計」

　・大阪弁護士会館，神戸新生バプテス

　ト教会（鉄の教会），阪神甲子園球場

　リニューアル計画（大林組）

　8/22（金）17：45～19：45　

　場所：大阪科学技術センター　

　405号室

　「じばん･きそ･すべきこと･できるこ

　と／構造設計者にとっての地盤基礎」

　・基礎関連法令の位置付けと整理

　・くい支持力算定のための地盤調査

　・基礎の終局時の検討�

　・パイルド・ラフト基礎の設計

　・液状化の扱い

　・高支持力既製杭の設計・監理

　・地盤ばねについて�

　・既存ぐいの再利用

　・地盤反力係数について

　（参加58名）

５.広報委員会　
　大林組会議儀室

　7/16（水）17：15～18：30

　（参加12名）

　　内容：Structure Kansai

 　NO.99号 編集、100号 企画会議

　10/15（水）17：15～（予定）

　内容：Structure Kansai

 　NO.100号 編集、101号 企画会議

６.支部報
　Structure Kansai No.98発行

７.技術委員会各分科会
【地盤系分科会】　
　8/6（水）18：00～20：00

　場所：（株）竹中工務店（参加10名）

　内容：構造設計ゼミナールについて

　8/22（水）18：00～20：00

　場所：科学技術センター

　（人数：58名）

　内容：構造設計ゼミナール

　10/15（水）18：00～20：00(予定)

　場所：未定

　内容：既存基礎の再利用について

【ＲＣ分科会】　　　　　　　　　
8/20（水）18:00～20:00

　竹中工務店　会議室（参加12名）

　１.溶融スラグのｺﾝｸﾘ-ﾄ混入について

　２.最新ﾄﾋﾟｯｸｽ紹介－既存杭再利用

　３.基礎配筋に関する合理化提案

　10/21（金）18:00～(予定)

　竹中工務店　会議室

　最新トピックス紹介，他

【金属系分科会】　　　
　９月下旬（予定）

　耐震診断と耐震改修に関する勉強会

　11月上旬（予定）

　鉄骨工事現場見学会　　　　

【情報システム分科会】
　9/17（水）　17：30～

　場所：㈱構造計画研究所大阪支社

　内容：構造設計ゼミナールについて

【耐震設計分科会】　
　7/22(火)　13：30～17：30

　（参加8名）

　場所：阪神御影駅前住宅棟作業所

　内容：免震と制震　事例紹介

　マンションギャラリー（構造関連説明

　展示）超高層免震集合住宅作業所見学

　8/27(火)　17：30～19：00

　（参加11名）

　場所：竹中工務店7階ﾌﾟﾚｾﾞﾙ-ﾑ

　内容：耐震改修勉強会

　ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ免制震改修、制震デバイス活

　用,外装ﾘﾌﾚｯｼｭを取り込むｽｰﾊﾟｰｳｫｰﾙ

　10/21(火)　15：00～17：30（予定）

　場所：北浜タワー作業所

　内容：免震と制震　事例紹介

　超高層免震集合住宅作業所見学

【ＰＣ・工業化分科会】　　　　　
　6/27（金），7/25（金），

　8/26（火）

　10/1（水）予定　　18：30～20：30

　場所：竹中工務店会議室

　１.ＰＣ建物の設計・施工紹介

　２.耐震補強の設計・施工紹介

　３.構造設計ゼミナールに関する議論

【木構造分科会】　
　8/6（水）18：30～21：00

　JSCA関西事務局

　１.限界耐力計算による設計法の経緯

　２.山科の住宅耐震補強工事の紹介

　３.ｹｰﾌﾞﾙｶ-駅舎の耐震補強設計の報告

　４.その他　　　　　（参加17名）

　10/1（水）18：30～（予定）

　JSCA関西事務局会議室

【法制分科会】
　9/4(木)、10:00～12:00

　安井建築設計事務所　2階会議室

　１.建築構造設計にかかわる資格制度

　　の整理

　２.構造計算適合性判定の状況はどう

　　であるか（参加9名）

　５月の支部総会で安井さんが新広報委
員長に就任されました。2002年より５
年間に亘り広報委員長を務められた多賀
様、長い間ご苦労様でした。いよいよ改
正建築基準法が施行され、構造設計業界
は激動の渦中にありますが、少しでも皆
様に読んでもらえる誌面作りに努力して
いきたいと思います。（編集担当 河野、藤井）

●編集後記
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